
（令和８年８月２６日公表）

No. 該当箇所 質問 回答

１
実施要領

第３項第６号
「国又は地方公共団体に対する導入実績」
とは、直接契約したものに限られるか。

代理店等を経由した契約であっても、導入先が
国又は地方公共団体であり、かつ、提案事業者
が当該サービスの提供事業者として関与したこ
とが確認できる場合は、導入実績に含む。

２
実施要領

第３項第６号

販売店である当社が ISO/IEC 27001 を取得
しており、ISO/IEC 27017 はクラウドサー
ビスを提供する開発元事業者が取得してい
る。この場合、当社の ISO/IEC 27001 証明
書と、開発元事業者の ISO/IEC 27017 証明
書を提出することで要件を要件を満たすと
考えてよいか。

参加事業者の ISO/IEC 27001 認証証明書及び
開発元事業者の ISO/IEC 27017 認証証明書を
併せて提出することにより要件を満たすことが
できるのは、参加事業者と開発元事業者との役
割分担並びにシステムの開発及び保守・運用の
実施体制が明確であり、かつ、ISO/IEC 27017
の認証を取得している事業者が、提案するクラ
ウドサービスに係る開発及び保守・運用を担う
場合に限るものとする。
なお、この場合においては、参加事業者と開発
元事業者との関係、役割分担並びに本業務にお
いて当該認証対象サービスが提供されることを
確認できる資料を併せて提出すること。

３
実施要領

第３項第６号

ISMAPクラウドサービスリストに掲載されて
いる画面のコピーの提出をもって、要件を
満たしていることの証明としてもよいか。

お見込みの通り。

４
実施要項

第１３項第３
号及び第７号

提案内容の公開に当たって、特有技術につ
いては、黒塗りする等の配慮をしていただ
けるか。

公表する提案内容については、受託候補者と協
議のうえ定めるものとする。

５
実施要項

第７項第１号
審査用の副本については、社名のマスキン
グ等の匿名化処置は必要か。

不要とする。

６
実施要項

第８項第２号
企画提案書に基づいて機器のデモンスト
レーションを実施することは可能か。

お見込みの通り。

７
実施要項

第８項第２号

提案書に基づいて機器のデモンストレー
ションを実施する場合、操作員を別途1名追
加することは可能か。

実施要領のとおり、プレゼンテーションは、１
者に２名までの参加とする。

８
実施要項

第７項第１号
必要に応じて別資料を添付する場合、提案
書の20頁に含まれるか。

実施要領のとおり、企画提案書は別資料を含め
たＡ４版２０ページ以内（表紙を含む）とす
る。

９

機能要件
基本事項/デザ
イン・操作性/
多言語対応

多言語対応について、利用者側のみの対応
との認識でよいか。

お見込みの通り。

避難所連絡体制強化事業
プロポーザル実施に関する質問への回答について



１０
機能要件

基本事項/問合
せ機能

問い合わせフォームについては、避難所運
営員（災害対策本部を含む）から受託者へ
の問い合わせフォームとの認識でよいか。

お見込みの通り。

１１

機能要件
避難所運営向
け/避難者管理
機能/避難者名
簿一覧機能

ユーザーに割り当てられた権限に応じて閲
覧できる避難者名簿の種別を設定できるこ
とについて、アクセス権限のみか、編集、
閲覧権限かどちらか。

ユーザーに応じて避難者名簿（担当避難所の名
簿、地区内の避難所、市内全体の避難所名簿）
を設定できる機能を想定している。なお、機能
要件で示しているとおり、避難者情報の編集及
び削除機能も必要とする。

１２

機能要件
避難所運営向
け/避難所受付
機能/マイナン
バーカード読

取

マイナンバーカードにはカナ氏名の表記は
ないが、手入力ができることの認識でよい
か。

お見込みの通り、カナ氏名については、自由記
述による手入力が可能な機能を有することとす
る。また、今後の対応については各事業者の情
報抽出方法によるものとする。
・OCR読取による情報抽出を行う場合
マイナンバーカードのOCR読取により情報を抽
出する場合は、カナ氏名を読み取ることができ
る機能を有すること。なお、カナ氏名が記載さ
れていない場合は、手入力により対応するもの
とする。
・ICチップ読取による情報抽出を行う場合
マイナンバーカードのICチップ読取により情報
を抽出する場合、現時点では手入力により対応
するものとする。ただし、将来的にICチップか
らカナ氏名が抽出可能となった際は、システム
をアップデートし、読取可能とすることとす
る。

１３

機能要件
災害対策本部
運営者向け機
能/避難所情報

管理機能

定期的に避難者情報及び避難所情報を抽出
して保持すること。について、避難者情報
とは入退所履歴を取得することで対応可能
か。

想定している避難者情報は、氏名、性別、生年
月日、入所日時、退所日時、要配慮事項等を想
定している。また、避難所情報は避難所名、開
設状況、開設日時及び閉鎖日時、避難者数、建
物の使用可否、インフラの使用可能状況等とす
る。

１４ -

評価項目の配点について、満点得点獲得又
は0点かのどちらかの配点になるのか。又
は、要件満足度により段階的に得点を得ら
れるのか。

配点については、段階的な得点方法を想定して
いる。

１５ -

なぜ、この要件が必要なのか。貴市におい
て、アクセスログや操作ログの確認を要す
るご要望があった際に、そのご要望に基づ
き、可能な範囲で、当方の技術者による操
作で取得可能であれば、本要件を満たして
いると考えて問題ないか。

本要件は、システムの運用管理及び情報セキュ
リティのために必要なものであり、システムロ
グ及びアクセスログを一定期間保持し、併せて
取得したログの漏えい、改ざん、消去、破壊等
を防止する機能を求めるものである。
したがって、継続的にログを取得し、かつ、そ
の保全性が確保される仕組みを有しているこ
と。加えて、本市からの依頼に応じて遅滞なく
ログを提出することとする。



１６
機能要件

基本事項/デー
タ移行

なぜ、このご要件が必要なのでしょうか。
貴市において、今回のシステム構築時に、
インポートが必要なデータがあった際に、
そのご要望に基づき、可能な範囲で、当方
の技術者による操作でインポートが可能で
あれば、本要件を満たしていると考えて問
題ないでしょうか。

将来的なシステム移行等に備えるため、避難者
名簿、避難所状況報告、避難所情報についてイ
ンポート、エクスポートを本市の職員が任意の
タイミングで実行できることとする。

１７

機能要件
避難所運営者
向け/避難者管
理機能/避難者
名簿一覧機能

移動とは、今入所中の避難所を退所し、別
の避難所に入所することだと思われるが、
今いる避難所を退所すれば、それまで入所
していた避難所では「退所」となり、移動
先の避難所に入所すれば、移動先の避難所
では「入所中」となる。これができれば、
本仕様で本要件を満たしていると考えてよ
いか。

お見込みの通り。本要件は、避難者が現在入所
している避難所から別の避難所へ移動した場合
に、移動元の避難所で「退所」と記録され、移
動先の避難所で「入所中」と記録されることを
求める。

１８

機能要件
避難所運営者
向け/避難者管
理機能/避難者
名簿一覧機能

名簿項目ごとの表示・非表示はなぜ必要な
のか。

本要件は、災害対応時における避難者情報の確
認及び管理を、適切に行うために設けているも
のである。
避難所運営においては、場面により確認すべき
項目が異なるため、不要な情報の表示を抑える
ことで、確認作業の効率化及び誤認防止に繋げ
る。また、避難者情報には個人情報を含む項目
があるため、不要な項目を非表示にすることで
個人情報流出を防止する。
したがって、本要件は、災害時の運用の効率化
及び個人情報保護のために必要なものである。

１９

機能要件
避難所運営者
向け/避難所状
況報告機能/避
難所状況報告

機能

なぜ、この機能が必要なのか。貴市におい
て、今回のシステム構築時に、インポート
が必要な避難所情報一覧CSVがあった場合
に、そのご要望に基づき、可能な範囲で、
当方の技術者による操作でインポートが可
能であれば、本要件を満たしていると考え
よいか。

本要件は平時の登録に加えて、災害発生時に臨
時で開設した避難所を登録・管理することを目
的としているため、本市の職員によるインポー
トが必要がある。ただし、マスタ登録機能とし
て、災害対策本部で避難所情報のCSVのイン
ポートが可能であれば要件を満たしたこととす
る。

２０

機能要件
避難所運営者
向け/避難所状
況報告機能/避
難所状況報告

機能

「避難所から本部に対して状況報告ができ
ること。」とあり、「報告項目例：避難所
開設・閉鎖日時、建物の使用の可否など」
とある。つまり、避難所から本部へのこの
状況報告をCSVで出力できれば、Excelで閲
覧できるため、本要件を満たしていると考
えてよいか。

機能要件のとおり、Excel又はPDF等で出力でき
る機能であれば加点項目とする。
質問された機能については、お見込みの通りで
ある。



２１

機能要件
災害対策本部
運営者向け機
能/避難所情報

管理機能

なぜ、定期的に避難者情報を抽出し保持す
る必要があるのか。定期的にとは、どう
いったタイミングを想定しているか。定期
的に保持されたい、避難者情報及び避難所
情報とは、具体的にどのような項目か。定
期的な保持とは、過去日時を指定し、その
日時における避難者名簿及び避難所の状況
を出力できれば本要件を満たすと考えてよ
いか。

本要件は、災害対応における時点ごとの避難者
及び避難所情報を抽出し、検証及び事後対応に
活用するために設けている。また、定期的とは
あらかじめ定めた一定の間隔を想定している。
具体的な項目については、No.13の回答のとお
りである。質問された機能については、お見込
みの通りである。

２２

機能要件
災害対策本部
運営者向け機
能/物資必要量

算出機能

必要物資量を算出するために必要な情報や
式は、ご提供いただけると理解してよい
か。

必要物資量を算出するために必要な情報や式に
ついては、受託候補者と協議のうえ定めるもの
とする。

２３
実施要領

第１３項第１
５号

貴市が保有するkintone及び各プラグインに
ついて、保守・運用期間中も契約を継続い
ただけるということか。また、本事業の実
現に当たり上位プランへの変更、利用上限
の追加又は追加ライセンスが必要となる場
合、その追加分のみを本事業の見積に含め
るということでよいか。

市が保有するkintone及び各プラグインについ
て単年契約となっているが、他課が管理してい
るため、具体的な回答ができない。そのため、
システムの保守・運用期間途中でkintone及び
各プラグインの契約が継続されないことが判明
した場合は、その時点で今後の対応について協
議することとする。また、利用上限の追加又は
追加ライセンスが必要となる場合、その追加分
のみを本事業の見積りに加えることとする。

２４
実施要領

第１３項第１
５号

FormBridge、KViewer、PrintCreator、
Smart at messageについて、現在契約して
いるプラン、利用上限及び契約期間を提示
してください。

１ライセンス数
・kintone　本市契約ライセンス数：９０ライ
センス（総合防災課に1アカウント配布）
・Form bridge （１ライセンス）
・kViewer （１ライセンス）
２契約プラン
・kintone アカデミックガバメントライセンス
スタンダードプラン
・Form bridge 年額プレミアムコース
・kViewer 年額プレミアムコース
・Printcreator 年額プレミアムコース
・Smart at message for kintone スターター
プラン
※全て単年契約である。

２５ -

貴市が提供するネットワークを利用する場
合、プロキシ、URLフィルタリング、ファイ
アウォール、接続先ドメイン・ポートの制
限、端末認証等、システム設計上考慮すべ
きネットワーク制約があれば教示された
い。また、構築期間中に実環境での接続確
認を行うことは可能か。

本市のネットワーク外での運用を想定している
ため、httpの通信のみを想定している。また、
構築期間中の接続確認は可能とする。

２６
避難所受付シ
ステム仕様書

仕様書に記載の「本市職員 約10名」には、
災害対策本部のほか支部（支所・連絡所）
で利用する職員も含まれるということか。
含まれない場合、支部での想定利用人数を
ご教示されたい。

本市職員とは災害対策本部の職員数である。支
部には42人の職員がおり、避難所管理者に含ま
れている。（避難所管理者の内訳：支部42人、
避難所運営員105人）



２７ -

本システムの初期導入時点で災害が発生し
ており、既に避難者情報等が収集・管理さ
れている場合であっても、それらの既存
データを本システムへ移行する作業は、本
業務の対象外との認識でよいか。

お見込みの通り。

２８
機能要件/その
他/データ連携

機能

総合防災情報システム（日本無線株式会
社）との連携について、現時点で連携対象
データ項目、連携方式、連携頻度、イン
ターフェース仕様等が定まっている場合、
関連資料をいただくことは可能か。現時点
で未定の場合は、これらは契約後の協議に
より決定するとの理解でよいか。

お見込みの通り、受託候補者と協議のうえ定め
るものとする。

２９

機能要件/避難
所状況報告機
能/避難所状況
報告機能（避
難所→本部）

避難者名簿、避難所状況報告書等の帳票に
ついて、本システムで出力する帳票の設計
に必要となるため、現在使用されている帳
票の出力項目、又は本システムにおいて出
力を必要とする項目をご提示いただくこと
は可能か。

現在使用している帳票については、和歌山市HP
で公表されている「避難所運営マニュアル
（P100～P108）」をご確認ください。

３０
避難所受付シ
ステム仕様書

仕様書において「和歌山市情報セキュリ
ティポリシー」の遵守が求められている
が、本事業のシステム設計に際して参照す
べき資料をご教示されたい。

和歌山市HPにアップロードされている「和歌山
市情報セキュリティセキュリティー」を参照し
てください。

３１
避難所受付シ
ステム仕様書

研修対象者のおおよその人数、希望する開
催回数・時期をご教示されたい。

研修対象者は本市職員約20名とし、令和９年２
月ごろに１度、システムの操作を習熟すること
を目的に研修を実施する。

３２
タブレット端
末仕様書

タブレット端末160台分のアクセスサリ類は
必要か。（ペンシル、保護フィルム、保護
ケース）

不要である。

３３
タブレット端
末仕様書

タブレット端末について「納品後５年間以
上、修理または代替機の提供などにより保
守対応が可能であること」 と記載あるが、
無償保守期間は１年、それ以降はスポット
有償保守での対応との認識でよいか。

お見込みの通り。

３４
タブレット端
末仕様書

タブレット端末のセキュリティ端末ロック
は顔認証、パターン、ロックNo、パスワー
ドの設定が選択できればよいか。
また、データ暗号化についてはAES暗号化に
対応していればよいか。

お見込みの通り。


